
第２回 米子工業高等専門学校評議員会 議事要旨 

 
日 時  平成１７年３月１４日（月）１５時００分～１７時１５分 
 
場 所  米子ワシントンホテルプラザ 
 
出席者  委 員： 入澤睦美  金田 昭  副井 裕        
           藤田教正  矢末 誠  森脇 孝 
            
      本 校： 校  長 杉浦哲郎  副 校 長 林 貞男 
           教務主事 小田耕平  学生主事 藤田忠義  寮務主事 足立新治 

                事務部長 中野 明   
庶務課長 田中 巌  会計課長 仲井 章  学生課長 田屋幸太郎 

 

欠席者  委 員： 中永廣樹（県議会開催のため） 
 
テーマ  ｢入学生の確保｣・「社会に送り出す」 

 
１．ＰＲビデオ上映 

会議に先立ち，本校の放送部が中学校向けに作成したＰＲビデオが上映された。 
 

 ２．本校の現状説明 
    校長から，資料に基づき，Ⅰ．｢入学生の確保｣に関して，１．アドミッションポリ 

シー，２．入試方法 ，３．入試広報活動，４．平成１６年度入学生の意識調査，５．
編入学生・留学生・専攻科生の推移，また，Ⅱ．「社会に送り出す」に関して，１．職

業意識の育成，２．進路指導体制，３．進路指導の実際と進路指導関連行事，４．最

近１０年の進路状況等について説明が行われた。 
 
３．各委員からテーマに基づいた，次のような主な発言があった。 
（○印：各委員，●印：本校） 

   ○ 今，子供達の学習意欲が問題となっているが，明確な目標がないということが大

きな原因と考えられる。中学校に対して高専のＰＲをするのもよいが，もっと早め

て小学校に対するＰＲも考えてはどうか。小学校の時から高専に入ることを一つの

目標にする子供を育てるようなＰＲができれば良いのではないか。さらに，ＰＲビ

デオから一歩踏み込み，実際に授業の中で使えるものを作成してはどうか。小学校

の頃から高専を目指すようになれば，学習意欲も増すのではないかと思う。 
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○ 小学校については，公開講座を通してＰＲをしているということであるが，実際 
自分の子供が公開講座を受講した際には，大変面白く喜んで帰って来た。しかし，

資料を見る限り，公開講座の受講者数が少ないと感じる。その分ＰＲが足りないの

ではないか。 
 

○ 出前授業を行ってはどうか。また，学生数を増やすことは考えられないか。例え 
ば１学科の入学定員を４５人位にする等である。 

 
   ● 出前授業については，これまでも２～３の中学校から要望があり，実施している

が，さらに，本校の方から積極的にＰＲに出かけるようにしたい。 
 

○ 入学定員を増やしてはとの意見があったが，ただ単に数を増やせば良いという問 
題ではないと思う。現に２００人の入学者があっても卒業する時には１７１人に減

っている。それだけ落ちこぼれの学生がいるということであり，むしろ，その落ち

こぼれを少なくするような対策がとれないものか。 
 
   ○ 平成１６年度から面接検査を加えたとあるが，内容的にはどのようなものなのか。

例えば専門的な質問などの口頭試問を含んでいるのか？また，適性検査なども実 
施しているのか。 

 
   ●  入試での面接は通常の面接であり，特に専門的な質問はしていない。 
     また，適性検査は実施していない。 
 

○ ＰＲ活動として，学校見学会を実施したとあるが，参加者が少ないのではないか 
と感じる。例えば関東圏の大学では１週間単位で実施されている。高専も１日だけ

ではなく夏休み期間を利用して５日間位実施してはどうか。 
     ビデオを見たが，学生が作ったとのことで，ナレーションなどが一定していない

等改善の余地が見受けられる。地元の中海テレビ等のアドバイスを受けて作成して

はどうか。また，現在使用している設備等がほとんど映像として出てこない。その

設備の紹介などがあれば，より良いＰＲ材料になるのではないか。さらに，現代は

インターネットの時代であるので，ビデオをホームページ等に載せてはどうか。近

隣の学校にはＤＶＤに落として配布しても良いと思う。 
     地域的には，県の中部・東部をもう少し取り込むべきだと思うし，中国地方全体

でも，米子高専の特徴を出したＰＲ活動をしてはどうかと思う。 
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   ○ 学校見学会等で学校内を見学していただくのは大事なことだと思う。夏休み中に

もっとモノを創る講座を増やしてはどうか。 
また，高専に入れば大学へ進学するにも有利だとして，大学へ行くために高専に

入るということもよく聞くが，就職ばかりではなくこの面ももっとＰＲしてはどう

か。また，ビデオも良いが，もう少し新聞を利用して，高専での行事の予定である

とか教育研究活動などを掲載してもらい，ＰＲに役立たせて欲しい。 
 
   ○ 推薦入学について，入学定員の３０％程度とするとなっているが，今後は推薦入

学の定員は増やす方向なのか。 
     また，内申書の評価については，どのように考えているのか。 
 
   ● 推薦入学については，本校を第１志望とする学生を確保できること，また，早期

に入学者が確定するので，入学者確保の面からも，今後はできれば増やしていきた

い。内申書の評価については，成績の面では，中学校はきちんと正確なものを出し

ていると考えている。 
 
   ○ 就職に関して，企業等への定着率を追跡調査してはどうか。 
     また，先輩の意見は，就職を検討するうえで非常に参考となると思う。就職して

活躍されている方を呼んで，講演等してもらってはどうか。 
 
   ● 就職後の定着率については，調査方法が難しいこともあり，データは取っていな

い。今年，同窓会名簿を更新したが，確かに不明率が高くなっており，転職してい

る者も多いと考えられる。また，地元にＵターンしている者も増えているようであ

る。 
また，求人企業に本校の卒業生がいる場合は，大体その卒業生が求人に来るので，

その時にはできる限り多数の学生に対して話をしてもらっている。 
 
   ○ 米子高専から鳥取大学工学部に編入し，大学院を卒業して学会賞を受賞するなど

大活躍をされている方もおられるので，こういう方に講演をお願いしても良いでは

ないか。 
     鳥取大学では，企業に就職した先輩が企業の実情等について話をすることを集中

講義として行っている。 
 
   ○ 高専でも，企業にお願いして，後輩に話をしてもらうために先輩を呼んではどう

か？また，先輩が帰省している機会などを利用して話をしてもらってはどうか。 
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   ○ 高専は，インターンシップの期間が短いのではないか。 
もっと長期，例えば１か月程度でも良いのではないか。 

                 
   ● 以前は３週間位であったが，現在は受入企業の都合で，長くて１週間程度になっ

ている。 
 
   ○ 物質工学科は，平成１６年度で就職が２０％で，進学が８０％と他の学科とは大

幅に異なっている。なにか理由があるのか。 
 

● 県内には化学関係の企業が少ないこと，また，物質工学科は，女子学生が多いこ 
とも影響していると思う。さらに，物質工学科からは，大学の工学部だけでなく，

理学部や農学部にも進学可能であり，大学の間口が広いことも理由の１つと考えら

れる。 
 

   ○ 来年春には，初めての専攻科の修了者が出るが，高専としては，修了者の進路に

ついてどのように考えているのか。 
鳥取大学としては，修士の受入を考えているが。 

 
   ● 就職希望の学生が多いが，進学希望者もあるので，よろしくお願いしたい。 
 
   ○ 教育の基本の１つとして，「モノづくり」があるが，今の学生はほとんど機械を使

ってものを作れない。コンピュータとか三次元ＣＡＤ等は出来るのに，実際にもの

を作るということが出来ない。 
「モノづくり」について，高専としてはどう考えているのか。 

 
   ● 高専としては，従来から「モノづくり」を重視した教育を行っている。例えば機

械工学科では，実際に実習工場を使ってものを作るという教育を行っている。電子

制御工学科では，コンピュータを使用するということに加え，１～２年生に実習工

場で実際にものを作る時間を設けている。電気工学科については一時，実習工場の

使用を止めていたが，今後は実習工場を使用する予定としている。近年，「油まみれ

になってものを作る」ということを座学中心にシフトしていたが，今後は元に戻し

ていこうとしているところである。 
 
○ 高専としては，やはり「モノづくり」という面で特長ある教育を考えるべきであ

ろう。就職にも大いに有利になると思う。 
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   ○ 機械工学科における教育は，開発を目指しているのか。 
職人を目指しているのか。 

                   
● 勿論，最終的には開発に携わることを考えているが，企業に入れば先ず現場で油      

 まみれになっているようである。でもそれを経て最終的には，開発の方に携わって

いる。例えば，三菱重工に入った女子学生の場合など，最初は現場で油まみれにな

っていたが，最近はヘリコプターの設計に携わっている。 
     企業としても，やはり現場を知っていなければ，モノは作れないと考えているの

だろう。 
 
   ○ 創造力を育成する教育としては，どのようなカリキュラムがあるのか。 
 

● 例えば機械工学科では，１年生の時に，階段を昇るロボットを自分達で考えて作 
る時間を設けている。また，物質工学科では，実験の中で自分達の考えだけで試行

錯誤のうえ，活性炭を作るということを行っている。 
 

○ 県の産学官連携に関する補助金について，今年度から１件当たりの金額を減らし 
て採択件数を増やし，１２件とした。また，環境リサイクル開発補助として５件を

考えているが，これは１件当たりの金額の３分の２が補助金，残り 3 分の１が企業
負担である。 
これらは，何れも大学あるいは高専の教員との共同研究が条件となっているので，

高専でも企業と連携して是非積極的に申請してもらいたい。さらに，今年度は県と

して新しく米子高専に研究委託をお願いする予定である。 
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